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1 . 土 面 川 土 石 流 訴 訟 と パ ホ ロ ッ ク 土 石 流 災 害 と の 言 説 の 近 似 性 ( 安 部 竜 一 郎 1)  
(1) イ ン ド ネ シ ア 北 ス マ ト ラ 州 パ ホ ロ ッ ク 川 土 石 流 災 害 ( 2 0 0 3 年 11 月 3 日 )
・ 2 5 0 万 h a の 原 生 林 を 誇 る ル ー サ 一 国 立 公 園 に 隣 接
・ ブ キ ッ ド ・ ラ ワ ン 村 を 直 撃 = オ ラ ン ウ ー タ ン ・ リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン セ ン タ ー で 有 名 な
観 光 地 ( ジ ャ ワ 人 、 ス ン ダ 人 、 パ タ ッ ク 人 、 ミ ナ ン 人 な ど の マ ル チ ェ ス ニ ッ ク )
・ 午 後 9 時 ご ろ 、 2 回 に 渡 る 土 石 流 。 初 回 は 高 さ 4 m ほ ど 、 2 回 目 が 1 0 m 超 ( 住 民 へ の
イ ン タ ビ ュ ー )0 2 回 目 で 大 き な 被 害 ( 死 者 2 5 0 人 強 と 言 わ れ る )
写 真 1: 破 壊 さ れ た ホ テ ル (04 年 11 月 安 部 撮 影 ) 写 真 2 :ひ し ゃ げ た 橋 (04 年 11 月 安 部 撮 影 )
(2) 原 因 を め ぐ る 論 争
・ メ ガ ワ テ ィ 演 説 「 上 流 部 の 違 法 伐 採 が 原 因 J 、 環 境 大 臣 、 ラ ン カ ッ ト 県 知 事 も 追 認 0
・ N G O : ス マ ト ラ 横 断 道 路 ( ラ デ 、イ ア ・ ガ ラ ス カ ) や 上 流 の ダ ム 決 壊 の 影 響 を 指 摘 。
・ 林 業 大 臣 : 急 勾 配 と 豪 雨 に よ る 天 災 。
(3) 土 面 川 裁 判 に お け る 各 主 張 と の 比 較
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* 森 林 の 開 発 主 体 で あ る ア ク タ ー の 主 張 の 近 似 性 に 注 目 : 利 害 > 科 学 ?
2. 森 林 と の か か わ り に お け る イ ン セ ン テ ィ ブ ( 浅 尾 真 利 子 2)
こ れ か ら の 自 然 と の か か わ り 方 に つ い て 、 ま ず 、 屋 久 島 に お け る 行 政 サ イ ド か ら の 展 望
を 示 す 環 境 文 化 村 構 想 、 そ し て そ の 後 実 際 に 行 わ れ て き た 施 策 に つ い て 検 討 し た 。 こ れ は 、
1 9 9 3 年 ( 平 成 5 年 ) に 世 界 自 然 遺 産 に 登 録 さ れ た 屋 久 島 に お い て 、 そ れ に 先 立 つ 1 9 9 2 年 ( 平
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成4年)に県により打ち出された構想、であり、世界遺産登録の受け皿になっている。理念、
としては自然のみに価値を置くのではなく、自然と人、両者の共存を目的として掲げてい
る。これまで、自然保護をめぐり、自然に価値を置きすぎるあまりそこに暮らす人々の生
活が見過ごされてきたという問題がしばしば指摘されてきたことを考えると、その点は評
価できる。しかし調査の中で、構想やその後行われている様々な取り組みに対し、距離を
置いている発言に多く出会った。このことは、文化村構想以降の様々な取り組みが、島民
からの強いサポートを受けられていないことを示しているとも言える。
本研究では、行政側からの展望と、それに刺激されて行われる数々の施策から抜け落ち
てしまっている、自然と人との複雑なかかわりに光を当てる。それによって、今後の自然
とのかかわり方、利用の仕方に新たな視点を加えることができると考える。具体的には、
①構想とそれに続く施策、②構想、の策定プロセス、③共用林・共有林における森林の利用、
④現状がっくり出された背景、に焦点をあてる。これにより、現在行われている様々な施
策がどのような枠組み、前提に基づいているのか、そして現状との間にどのようなギャッ
プがあるのかを明らかにする。
さらに、屋久島の抱える、地理的特徴、高齢化、一次産業不振などの地域問題と、その
解決策としての環境文化村構想の目的・方法は、日本の他の地域にも共通している部分が
多い。したがって、屋久島における事例を検討することは、同じ問題を抱える他の地域へ
の示唆も与えることになるだろう。
3.屋久島の森林ゾーニングをめぐる背景(平野悠一郎3)
(1)今年度の研究概要(現状)
昨年度までは、屋久島における森林ゾーニングの全体像を把握することにつとめていた。
今年度は、既に収集した資料に基づき、個別の森林ゾーニング、の制定過程において、どの
ような利害・思惑が働いたのかを明らかにする作業を行っている。その際、屋久島の森林
をめぐる「島外Jの動きを把握するため、鹿児島県行政、九州国有林行政にまで調査の対
象を広げ、今年度 9月に聞き取り・資料収集に赴いている。
(2)理論的枠組みの構築(課題)
また、個別の森林ゾーニングを、“資源、化"というプロセスの実例として位置づけ、その
過程を理論化しようと試みている。明治期以降の屋久島における森林ゾーニング、は、自然
に何らかの価値を見出す“資源化"を前提として行われてきた。したがって、“資源化"の仕
組みを明らかにする上での実証題材である。
しかし、そこでは、①森林という資源に内在される特徴や、②森林をめぐるアクターの
関係構造が、大きな影響を与えているため、“資源化"のプロセスにおける理論的枠組みは
単純には描けない。そこで、前者については、森林の価値そのものの多面性と、価値利用
における幾つかの普遍的な要素を想定することで対応してし、く。後者についても、個別の
実証を進める中で、地域タド地域内、主要一対応ゾーニング、とし、った幾つかの軸が見えつ
つあり、それらに基づいて各アクターの立場を整理してし1く。
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4 . 離 島 と 学 問 : 資 源 系 の 解 明 ( 王 智 弘 4)
「 島 は 不 毛 地 で あ る と い う よ り は 、 無 人 化 さ れ た も の な の だ 。 そ の 結 果 、 島 は そ れ 自 身
の 中 に 最 も 生 き 生 き と し た 資 源 を も ち う る J -ジ ル ・ ト ウ ー ル ー ズ 、 [2003:17・18] が し 、 み じ
く も 言 い 得 た が 、 島 は 学 問 に と っ て も ま さ に 知 的 な 生 産 活 動 に お け る 資 源 で あ っ た 。
学 問 上 、 世 界 で 最 も 有 名 な 島 の 1 つ に ガ ラ パ ゴ ス 諸 島 が あ る 。 1 8  3  5年 に こ の 島 を 訪
れ た チ ャ ー ル ズ ・ ダ ー ウ ィ ン は 、 自 然 淘 汰 に よ る 生 物 進 化 の 着 想 を 得 て 、 後 に 『 種 の 起 源 』
を 記 し た 。 二 世 紀 足 ら ず 経 っ た 現 在 、 世 界 自 然 遺 産 に 指 定 さ れ た ガ ラ パ ゴ ス 諸 島 は 、 生 態
系 と 生 物 多 様 性 の 保 護 と 人 間 の 活 動 を 管 理 す る 制 度 の 構 築 が 模 索 さ れ て い る ( 西 原 ・ 梅 津
[2004:229 ・245])。 こ れ に 類 似 し た 試 み は 、 圏 内 で も 屋 久 島 、 小 笠 原 諸 島 、 御 蔵 島 な ど で 見
ら れ る 。 こ う し た 自 然 を 利 用 す る 人 間 の 活 動 一 自 然 資 源 の 開 発 ー の 適 正 な 管 理 は 、 持 続 可
能 な 開 発 の 概 念 の 根 本 を 支 え る も の で も あ る 。
『 種 の 起 源 』 に 先 立 つ 1 6 9 1 年 、 イ ン グ ラ ン ド 人 の ウ ィ リ ア ム ・ ベ テ ィ に よ る 著 書 『 ア
イ ァ ラ ン ド の 政 治 的 解 剖 ( T h e P o 1itical A na t o m y  of I R E L A N D )  ~が出版されている。そ
の 内 容 は 、 軍 医 で あ り 測 量 家 、 ま た 行 政 官 で も あ っ た 彼 が 、 1 7 世 紀 を 通 じ て イ ン グ ラ ン
ド の 植 民 的 国 家 に な り つ つ あ っ た ア イ ル ラ ン ド を 政 治 的 動 物 と み な し て お こ な っ た 政 治 的
解 剖 ー 今 日 の 用 語 で 言 う な ら 社 会 状 態 の 分 析 ー で あ る 。 分 析 の 対 象 に は 、 今 日 我 々 が 資 源
か ら 連 想 す る よ う な も の 、 例 え ば 土 地 、 産 物 、 あ る い は 大 気 や 地 味 も 含 ま れ て い る 。 と こ
ろ で 、 1 9 5 0 年 に 出 版 さ れ た 松 川 七 郎 訳 に よ る 同 書 の 邦 訳 で は 、 「 資 源 」 の 原 語 は
r  s u b s t a n c e  J  (ベ テ ィ = 松 ) ' 1[1950:114]) と な っ て い て 、 訳 語 と し て 一 般 的 に 連 想 す る
r  resourceJ で は な い 。 な ぜ か 。
本 発 表 に お け る 試 み は 、 社 会 科 学 的 な ア プ ロ ー チ に よ る 資 源 管 理 研 究 に 新 た な 方 向 性 を
見 出 す こ と で あ る 。 内 容 は 、 上 述 の ベ テ ィ を は じ め 、 幾 つ か の 離 島 を 扱 っ た 学 問 や 論 考 ( 主
に 人 文 科 学 分 野 の ) を 題 材 と す る 。 モ ノ と 人 の 関 係 の あ り 方 が 、 離 島 と 学 問 の 関 係 に ど の
よ う な 特 徴 を も っ て 析 出 し て い る か を 歴 史 的 概 観 か ら 明 ら か に す る 。 そ う い っ た 分 析 の 結
果 か ら 、 我 々 は 「 資 源 」 と い う 言 葉 が 世 相 に 感 応 し た 言 葉 ・ 概 念 で あ る こ と を 発 見 す る 。
以 上 の 展 開 か ら 、 「 資 源 J を セ ン サ ー と し た 天 然 資 源 を め ぐ る 社 会 現 象 の 観 測 装 置 を 、
試 験 的 に 組 み 上 げ る 。 そ の た め に ま ず 、 こ れ ま で 「 資 源 論 J と し て 展 開 さ れ て き た 一 群 の
既 存 研 究 を レ ビ ュ ー し た の で こ れ を 報 告 す る 。 さ ら に は 近 年 、 新 し い 概 念 と し て 登 場 し た
「 地 域 資 源 」 へ の 言 及 を 踏 ま え て 、 本 研 究 の 目 的 と し て 解 明 を 進 め る 「 資 源 系 J の 概 念 に
つ い て 説 明 す る 。
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